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東日本大震災時におけるリツイートの分析
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概要：本論文では，東日本大震災時の前後に Twitter に投稿された約 4 億のツイートを用いて，震災が

Twitterを用いた情報共有行動に与えた影響を分析した．その結果，震災直後からリツイートの利用が増

加し，また情報源となるユーザが変化し，単発の情報提供者が増加したことが明らかとなった．また，リ

ツイートの時系列を混合正規分布を用いてモデル化し，震災直後にはリツイートが行われるタイミングが

短くなり多くの情報が素早く大勢のユーザに共有されたことを明らかにした．以上の結果より，東日本大

震災後の Twitterには集合知を用いた情報共有ツールとしての役割が与えられたと考えられることが明ら

かとなった．
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Analysis of Retweet under the Great East Japan Earthquake

Abstract: In this paper, we analyzed the 400 millions of Tweet data which posted around the Great East
Japan Earthquake to find how the twitter used and how the Twitter was influenced by the disaster. We
modeled the time series data of Retweet by Log Normal Mixture Model. By analyzing the model, we found
that the peak times of the retweets are become shorter, and there are few long range retweets after the
disaster. As a result, we can say that the role of the Twitter was changed from communication tools to
information sharing tools since the Great East Japan Earthquake were occurred.

Keywords: Social Media, twitter, the Great East Japan Earthquake, Time Series Analysis, Log-Normal
Mixture Model

1. はじめに

近年ソーシャルメディアと呼ばれるWEB上のサービス

が増加している．その中でも，Twitterを始めとするマイ

クロブログは近況をつぶやくというこれまでにない情報共

有の形を示しており，新しいコミュニケーションツールと

して注目されている．このような中，Twitterなどマイク

ロブログに関する研究が盛んに行われている．Javaら [3]
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は Twitterのソーシャルネットワークを分析し，Twitter

の利用目的は日常的な会話と情報の共有であることを明ら

かにしている．Kwakら [4]は 4000万人分のユーザデータ

と 14.7億の社会的関係性に基づいて，Twitterにおける社

会的ネットワークの分析を行い，その特徴を明らかにする

とともに，リツイートの構造を分析しリツイートが広まっ

ていく様子を分析している．また，社会的にインパクトの

強いイベントが発生した際に Twitterがどのように利用さ

れたかについても研究が行われている．震災など緊急時

の Twitter利用に関する研究としては，2010年チリで発生

した地震の際にどのように Twitterが使われたかを分析し

たMendozaらの研究 [5]などがある．また，Heverinら [1]

は，2009年にワシントン州シアトルで発生した警官 4人殺

人事件の際に Twitterがどのように利用されたのかを分析

している．

このような中，2011年 3月 11日に発生した東日本大震

災はソーシャルメディアがさまざまな目的で広く活用され
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た．特に，Twitterは震災時に大きくクローズアップされ，

情報の流通に大きな影響を与えたといわれている [8]．その

一方で，デマ情報なども多く飛び交い，その信頼性は必ず

しも高くは無かった [6]とも言われている．また，災害の大

きい地域では直接的なコミュニケーションが増加した一方

で，そのほかの地域では情報の拡散が積極的に行われ [7]，

短縮 URLシステムを用いた情報共有も数多く行われ [2]，

Twitterが情報共有ツールとして使われていた可能性が示

唆されている．そこで，本研究では震災前後の期間におけ

るツイート情報を大量に取得することによって，情報共有

という視点から Twitterの変化を分析する．特に，ユーザ

のツイートやリツイートなどの行動に関する統計的情報の

時系列変化に着目し，震災前後で Twitter上でのユーザの

情報共有行動がどのように変化したかを明らかにする．

本論文では，まず第 2章で研究に用いたデータの収集方

法について述べ，3章でリツイート行動の基本情報の分析

結果を述べる．次に 4章でリツイートの情報源となるユー

ザがどのように変化したかを分析する．第 5章では，リツ

イートの時間遅れのモデル化を行い，震災の前後でリツ

イートのタイミングがどのように変化したかを示す．第 6

章で本論文をまとめる．

2. データ収集

本研究では，3月 5日～3月 24日までの日本語で投稿さ

れたツイートの収集を行った．収集には TwitterAPIを用

いた．収集の方法は以下のとおりである．

( 1 ) 当該期間までに 200件以上ツイートを行ったユーザを

列挙する．

( 2 ) 各ユーザについて 200件ずつツイートを収集する

( 3 ) 全ユーザの収集が終了した時点で，はじめのユーザに

戻り改めて未収集のツイートを最大 200件収集する

これによって，対象となるユーザのツイートに関しては，

概ね網羅的に収集が可能となる．ただし，リストが一周す

る間に 200件以上ツイートしているヘビーユーザについて

は全ツイートを収集できてはいない．また，東日本大震災

直後の 3月 12日以降，計画停電などの影響により一部デー

タの収集に失敗している．

そこで，それらのデータについては後日当該期間にツ

イートが収集できていないことが明らかとなったユーザに

関して，再収集を試みた．ただし，TwitterAPIの制限によ

り最大で 3200ツイートまでしかさかのぼることができない

ため，震災時から収集時までにそれ以上のツイートを行っ

たユーザについては一部データが欠落している．また，3

月 5,6,24日についてはデータが完全ではないことが分かっ

ている．そこで，本論文では収集した 3月 7日 00:00:00か

ら 3月 23日 23:59:59までの計 362,435,649ツイートを利

用し分析を行う．

図 1 リツイート率と，平均リツイート数

3. リツイートの基本情報

3.1 リツイート利用率の変化

本論文で扱うリツイートは，ツイッターに含まれる機能

の一つであり，他のユーザが投稿したツイートを自分の

フォロワーに伝達するための手段である．リツイートには，

公式のリツイート機能を利用したものと，他のユーザの投

稿をコピーすることでリツイートと同様の記述を行う非

公式リツイートが存在する．本論文中では，公式リツイー

トをリツイートとして扱うこととする．ただし，今回用い

たデータには「どのツイートに対するリツイートか」とい

う情報が含まれていないため，得られたリツイートと思わ

れるツイートについて，過去のツイート群から元となるツ

イートを推定し，リツイート関係があるものと判断した．

東日本大震災時にリツイートがどのように行われたのか，

その基本的な情報について述べる．まず，全体のツイート

に占めるリツイートの割合および，リツイートされたツ

イートにおける，1ツイートあたりの平均リツイート数を

図 1に示す．Rate of Retweetは全ツイートに対するリツ

イートの割合である．これより，震災直後からリツイート

の割合が，1.8% 程度から 18% 程度にまで増加したことが

分かる．一方，Avg. Retweetは 1ツイートあたりの平均

リツイート数を示している．震災直後から，リツイート率

が増加するとともに，1ツイートがリツイートされる数も

増加していることが分かる．

次に，図 2に，各日に最も多くリツイートされたツイー

トのリツイート数を示す．これより，日によって違いはあ

るものの，震災前のリツイート数は最大でも 5000程度な

のに対し，震災後は 10000リツイート以上されるツイート

が存在している．ここからも，震災後は震災前と比べ上方

の拡散力が増加し，より幅広い人に情報を伝えようという

力が働いたと考えられる．

3.2 公式リツイート利用の呼びかけの効果

リツイート数が増加した原因の一つに，Twitter上で公
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図 2 日ごとの最大リツイート数

図 3 リツイート数と，「公式リツイート」「非公式リツイート」を含

むツイート数

式 RTを利用するよう呼びかける動きがあった*1ことの影

響が考えられる．すなわち，それまでほとんどリツイート

が行われていなかったのは，リツイートの存在をユーザが

知らなかったためであり，震災をきっかけにリツイートの

存在を知り，リツイートを積極的に利用するようになった

可能性がある．

そこで，Twitter上で行われたこのような呼びかけが，

リツイートの増加に効果的であったかどうかを確認するた

め，分析を行った．ここでは，ツイート内に「公式 RT」ま

たは「非公式RT」が含まれるツイートは呼びかけに使われ

ていた可能性が高いと考え，これらの単語を含むツイート

数と公式 RT数の関係を分析する．「公式 RT」または「非

公式 RT」が含まれるツイート数とリツイート数とを一時

間単位でプロットしたものを図 3に示す．これを見ると，

公式 RT，非公式 RTを含むツイートのピークは 3月 11日

23時に存在している．一方，リツイートのピークは 3月 11

日 16時である．すなわち，震災直後からのリツイート増

加はリツイートの利用が呼びかけが原因とはいえない．リ

ツイートが増加した理由は呼びかけによるものではなく，

自然発生的なものである可能性が高いことがこの分析結果

から明らかとなった．

*1 ITmedia ニュース http://www.itmedia.co.jp/news/articles/
1103/12/news013.html など

4. 情報源ユーザの分析

ここでは，どのようなユーザによって投稿されたツイー

トがリツイートされたのかを分析する．リツイートが情報

の伝播であると考えると，情報源となるユーザはどのよう

なユーザだったのだろうか．もともと，情報源として信頼

されていたユーザが震災後も情報源として活用されたの

か，必ずしも情報源として利用されていなかったユーザの

情報が広く伝播するようになったのかを明らかにする．

ここで，震震災前 (7-10日)，震災直後 (12-15日)，震災後

(17-20日)において，のべ 100人以上にリツイートが多く

なされたツイートを投稿したユーザについて分析を行った．

ここでは，最大リツイート数を総リツイート数で割ったも

のを最大リツイート占有率と定義し分析を行う．最大リツ

イート占有率が高いユーザは，最も多くリツイートされた

一回のツイートで，当該ユーザの受けたリツイートがほと

んど占有されてしまうため，一回のツイートが大勢のユー

ザにリツイートされたユーザであり，単発の情報提供者で

あると言える．一方，最大リツイート占有率が低いユーザ

は，最も多くリツイートされたツイートが，当該ユーザの

受けたリツイートの大半を占めるわけではないので，複数

のツイートが大勢のユーザにリツイートされた定常的な情

報提供者であると考えられる．

各ユーザについて最大リツイート占有率を求めたものが

図 4である．

これより，震災前は最大リツイート占有率は 0.12と 0.95

付近にピークが存在していることが分かる．すなわち，当

該ユーザのリツイートされたツイートの中で，最も多くリ

ツイートされたものが，

( 1 ) 総リツイート数の 10%前後であり，平均的にリツイー

トされているユーザ

( 2 ) 総リツイート数の 95%であり，一回のリツイートがリ

ツイートされたほぼすべてであるユーザ

の二つのパターンに大きく分かれているといえる．

二極化の傾向は震災直後，震災後でも大きく変わっては

いないが，最大リツイート占有率の低いユーザの割合が減

少し，最大リツイート占有率 0.95付近のユーザが増加した

ことが分かる．したがって，一回のツイートが大勢にリツ

イートされた，単発の情報提供者が増加したといえる．

5. 混合対数正規モデルによるリツイートのモ

デル化

5.1 ツイート数間隔による時間分布の分析

一般に，リツイートは元となるツイートが投稿されてか

らそのツイートをみたユーザが興味深いと思ったとき「リ

ツイートボタン」を押すことで行われる．そこで，リツ

イートがどのようなタイミングで行われたかを分析するこ
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図 4 最大リツイート占有率

図 5 リツイートの時間分布

とで，リツイートのされ方にどのような特徴があるのかを

明らかにし，その特徴が震災の前後でどのように変化した

かを確認する．これによって，震災前後での情報伝播のタ

イミングがどのように異なるのかが明らかになる．

図 5に，分析期間でリツイート回数が多かった上位 5 ツ

イートについて，リツイートのタイミングを示している．

これは，横軸に時間，縦軸に各間隔内に行われたツイート

数を示したものである．ここから，リツイートはツイート

が行われた直後に最も多く行われるが，その後も単調減少

するのではなく時々多くのリツイートが行われるタイミン

グが存在することが分かる．

5.2 混合対数正規分布によるモデル化

震災前後で，ツイートおよびリツイートのタイミングが

どのような分布になっているかをパターン化するため，各

リツイートデータに対し，混合正規分布 (Gausian Mixture

Model)によるモデル化を行った．ここでは，観測値 xを

オリジナルのツイートからリツイートが行われるまでの時

間とし，その分布は対数正規分布，

f(x) =
1√
2πσx

e−
(ln x−µ)2

2σ2 (1)

によって決定されるものとする．

実際に行われるリツイートは，いくつかの分布が組み合

わさってできる混合モデルによって出現すると考え，ある

リツイートが行われる時間 xは，

p(x) =

K∑
k=1

wkPk(xi|µk, σ
2
k) (2)

によって表される混合対数正規モデルによって得られると

仮定する．ただし，wk は各対数正規分布に掛かる重みを，

µk, σ
2
k は対数正規分布のパラメータである．このようなリ

ツイートの分布について，EMアルゴリズムを用いて混合

対数正規分布を推定することで，各リツイートの時間分布

をモデル化することが可能である．

あるツイートに対するリツイートの時間分布を x =

{x1, x2, · · · , xN}としたとき，混合対数正規分布における
EMアルゴリズムは以下の通りである．

E-Step:パラメータ µ, σ 及びある分布の寄与度 ω を用い

て，あるツイート xi が k 番目の対数正規分布に属す

る確率を，

zik =
ωkf(xi|µk, σ

2
k)∑K

l=1 ωlf(xi|µl, σ2
l )

(3)

とすると，対数尤度比 Q(x)は，

Q(x) =

N∑
i=1

K∑
k=1

z
(t)
ik logωkf(xi|µk, σ

2
k) (4)

となる．

M-Step:パラメータ µk, σk, ωk は，以下のように更新さ

れる．

µ′ =

∑N
i=1 zik lnxi∑N

i=1 zik
(5)

σ′ =

∑N
i=1 zik(lnxi − µk)

2∑N
i=1 zik

(6)

ω′ =
1

N

N∑
i=1

zik (7)

以上の E-Stepと M-Stepを交互に，µ, σ, ω の値が十分収

束するまで繰り返す．

このようにして推定されたモデルを分析することで，震

災前後でリツイートのされ方がどのように変化したかを

確認する．なお，分析対象となるツイートはリツイートが

100回以上行われたものに限定して行う．混合モデル数K

は赤池情報基準量 (AIC)を用いて決定した．

図 6 に混合正規分布モデルによってモデル化を行った

例を示す．この図では，もっともリツイートが多かったツ

イートについて混合正規分布モデルを推定し，モデルに基

づいて点をプロットしたものを元のデータと比較してい

る．これより，概ね実データを表現できるモデルが構築さ

れていることが分かる．

5.3 混合対数正規モデルの分析

リツイート数が 100以上であった 34852ツイートについ

て，推定されたモデルの分析を行った．混合モデル数の最
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図 6 混合対数正規分布によるモデル化

図 7 混合モデル数分布

大を 20とし，その中で AIC最小のものをモデルとして採

用した．

まず，図 7に各リツイートについて，混合モデル数の分布

がどのようになっていたかを，震災前 (3/7-10)，震災直後

(3/12-15)，震災後 (3/17-20)でそれぞれ示す．これより，

多くのリツイートが混合モデル数 1で表現されており，一

回のピークを持ったリツイートであることが分かる．この

傾向は震災前後での変化は見られず，半分以上のリツイー

トについて，その分布がモデル数 5以下で表現可能である

ことが分かる．

5.4 最大ピークの分析

リツイートの時間分布における最大のピークの分析を行

う．最大ピークとは，混合対数正規分布によるモデル化に

おける ωが最大のものを指す．これによって当該リツイー

トにおいて最も多くの人が反応したタイミングについて分

析することが可能である．

まず，ピークの最頻値及び標準偏差を分析する．ここで，

最頻値はピークの最大値が現れる時刻を示しており，最初

のツイートからピークが現れるまでの時間遅れを示してい

ると言える．次に，標準偏差はピークの幅を示しており，

標準偏差が小さければ多くのリツイートがほぼ同時に起き

たことを示し，標準偏差が大きければ長い時間をかけてリ

ツイートが広まっていったことを示す．

図??に，最大ピークにおける最頻値と標準偏差の一日

ごとの変化を示す．これより，震災前は最頻値の発生がツ

イート後 10000秒以上後にあり 3～5時間後にリツイート

図 8 最大ピークにおける最頻値と標準偏差の変化

のピークが発生していた．一方，震災直後は 2000～8000

秒後にピークが存在し，30～2時間半後にはピークが現れ

ている．特に，3月 11日はピークの最頻値が現れるまでの

時間が 2032秒と非常に短い．標準偏差についても震災前

は 20000～30000だったのに対し，震災後は 10000以下と

なり，ピークがより鋭くなっていることが分かる．

以上より，震災発生により，リツイートは短期間に短い

スパンで行われるようになったことが明らかとなった．こ

れより，ツイッターが情報共有ツールとして積極的に利用

されていたと推測できる．特に，震災直後は多くの情報が

すぐに多くのユーザに伝播され，かつ情報自体の寿命は非

常に短かったと言える．

6. 終わりに

本論文では，東日本大震災前後の Twitter上に日本語で

投稿されたツイートを取得し，Twitter上の情報共有行動

であるリツイートの分析を行った．平常時には情報源とな

るユーザは一部の影響力の強いユーザに限られていたのに

対し，震災後は多数のユーザからの情報が共有され，それ

ぞれのユーザ自身が情報源となりうる構造を持つように

なった．また，リツイートのタイミングを分析した結果，

震災後は 1～2時間以内にでリツイートされることがほと

んどであり，長期にわたって情報として共有され続けるも

のは減少したことが明らかとなった．震災の発生前後で

Twitterの利用方法が「コミュニケーション」から「情報共

有」に大きく変化し，特にリツイートを利用した情報共有

が活発に行われたことが明らかとなった．特に，有益な情

報が多くのユーザの手によって瞬時に共有されていき，集

合知的な情報共有が実現されていたとことが明らかとなっ

た．今後，このような Twitterをはじめとするソーシャル

メディアの性質を利用し，新しい災害救助支援方法を構築

していくことが重要な課題である．
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